
2025 年度
聖徳学園中学校 適性検査（3科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査Ⅰ

〈
３
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

文
章
１

出
典
は
、
外
山
滋
比
古『
日
本
語
の
個
性
』に
よ
る
。英
文
学
者
で
あ
り
言
語

学
者
で
も
あ
る
著
者
が
、言
葉
と
現
実
の
体
験
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

文
学
や
和
歌
の
世
界
で
は
、
自
然
の
事
物
を
実
際
に
知
ら
な
く
て
も
、
イ
メ
ー

ジ
の
み
に
注
視
し
て
秀
作
が
作
ら
れ
る
と
い
う
日
本
文
学
の
伝
統
が
あ
る
が
、

現
実
の
体
験
を
も
た
な
い
ま
ま
で
は
、
言
葉
の
意
味
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
も
の
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
筆

者
の
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

文
章
２

出
典
は
、
樋
口
裕
一『「
頭
が
い
い
」の
正
体
は
読
解
力
』に
よ
る
。小
論
文
・

作
文
指
導
の
教
育
者
で
あ
る
著
者
が
、
読
解
力
を
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
た
文
章
で
あ
る
。
著
者
は
、
読
解
力
は
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原

形
を
形
作
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
読
書
が
昔
ほ
ど
当
然
の
行
為
で
な

く
な
っ
た
今
の
時
代
に
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
効
率
的
に
読
解
力
を
つ
け
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答
例

〈
文
章
１
〉 

物
事
を
身
に
し
み
て
理
解
で
き
ず
、心
の
た
く
ま
し
さ
を
失
う

こ
と
に
な
る
。（
三
十
字
） 

〈
文
章
２
〉 

ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を
見
て
も
、本
当
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。（
三
十
字
） 

【
解
説
】 

文
章
１
で
は
、
現
実
の
体
験
に
欠
け
る
と
、
言
葉
を
教
え
て
も
「
す
べ
て
は

空
の
空
な
る
わ
か
り
方
を
す
る
。身
に
し
み
て
わ
か
る
こ
と
が
な
い
」と
あ
る
。

家
康
の
言
葉
の
比
喩
を
理
解
す
る
に
は
「
重
い
荷
物
を
も
つ
」
と
い
う
現
実
の

体
験
が
な
く
て
は
真
に
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
を
は

っ
き
り
見
る
現
実
の
体
験
な
し
に
、
用
意
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
も
の
を

見
る
こ
と
が
普
通
に
な
る
と
「
心
の
た
く
ま
し
さ
を
失
う
こ
と
に
な
る
」
と
あ

る
の
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
。
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を
つ
け
る
に
は
、「
言

葉
を
実
際
に
使
う
こ
と
、
文
章
を
書
く
こ
と
」
と
い
う
現
実
の
経
験
が
必
要
な

こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
例
え
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ッ

カ
ー
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
見
る
に
も
経
験
が
必
要
で
あ
り
、「
経
験
の
な
い
人

が
い
く
ら
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
も
～
本
当
の
意
味
で
理
解
し
て
い
る
と
は
思
え

な
い
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、現
実
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ
を
本
当
の
意

味
で
は
理
解
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ
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〔
問
題
２
〕 

解
答 

 
家
康
が
、
～
れ
な
い
。 

【
解
説
】 

 

文
章
２
で
は
、「
読
解
力
の
低
下
」
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
常
識
的
な
読
み
取
り

が
理
解
で
き
な
い
人
が
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
文
章
１
の
冒
頭
で
は
、
家
康
の
「
人
生
は
重
き
荷
を
負
っ
て
遠
い

道
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
」と
い
う
比
喩
は「
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
、長
い
道

の
り
を
歩
く
の
は
辛
い
」
と
い
う
体
験
が
な
け
れ
ば
「
身
に
し
み
て
わ
か
る
こ

と
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
康
の
時
代
で
あ
れ
ば
、「
重
き
荷
を
負
っ

て
遠
い
道
を
行
く
」
こ
と
が
辛
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
共
通
し
て
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、現
代
で
は
そ
の
経
験
が
な
い
人
も
い
る
。つ

ま
り
、
こ
れ
は
、
現
実
の
体
験
の
不
足
に
よ
り「
読
解
力
の
低
下
」
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
の
例
な
の
で
あ
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 
 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。
ま
ず
、
条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
ま

た
は
文
章
２
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
読
解
力
に
対
す
る
考
え
方
を
読
み
取
っ
て
ま

と
め
る
こ
と
で
あ
る
。ど
ち
ら
か
一
方
に
触
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
文
章
１
で
は
、

現
実
の
体
験
に
根
差
し
た
読
解
力
が
心
の
た
く
ま
し
さ
を
育
て
、
相
手
の
言
葉

を
真
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
、
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を

つ
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
と
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
の

ど
ち
ら
か
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
か
、自
分
の
考
え
を
書
く
。ど
の
よ
う
な
方
法
で
、ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
の
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条

件
②
の
段
落
分
け
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

５０ 

 

 

【解 説】 

２位以下の合計得点をもとにして考えます。それぞれの小学校の２位以下の合

計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学校が、４×２＋２

×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６(点)です。２位以下の

合計得点が最も多いＣ小学校より、Ｂ小学校の合計得点が１点でも多ければＢ

小学校が１位になります。Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、 

４６－３６＝１０(点)なので、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、１０＋１＝１１(点)多い必要があります。また、Ｂ小学校の１位の人数は

４人、Ｃ小学校の１位の人数は３人なので、１位の得点を□点とすると、Ｂ小学

校の１位の得点は、（□×４）点、Ｃ小学校の１位の得点は、(□×３)点と表す

ことができます。よって、(□×４)－(□×３)＝１１(点)となる□にあてはまる

数は、(□×４)－(□×３)＝□×(４－３)＝□×１＝１１(点)より、□＝１１で

す。 

〔理由の説明〕 
２位以下の合計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学

校が、４×２＋２×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６

(点)となり、Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、４６－３６

＝１０(点)となっている。Ｂ小学校の合計得点が、Ａ小学校、Ｃ小学校の合

計得点より高くなるには、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、少なくとも、１０＋１＝１１(点)多くならなければならない。また、

Ｂ小学校の１位の人数は、Ｃ小学校の１位の人数より１人多いから、１位の

得点は、１１÷１＝１１(点)以上であればよい。 

最も低い得点（  １１  ）点 
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〔
問
題
２
〕 

解
答 

 

家
康
が
、
～
れ
な
い
。 

【
解
説
】 

 

文
章
２
で
は
、「
読
解
力
の
低
下
」
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
常
識
的
な
読
み
取
り

が
理
解
で
き
な
い
人
が
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
文
章
１
の
冒
頭
で
は
、
家
康
の
「
人
生
は
重
き
荷
を
負
っ
て
遠
い

道
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
」と
い
う
比
喩
は「
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
、長
い
道

の
り
を
歩
く
の
は
辛
い
」
と
い
う
体
験
が
な
け
れ
ば
「
身
に
し
み
て
わ
か
る
こ

と
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
康
の
時
代
で
あ
れ
ば
、「
重
き
荷
を
負
っ

て
遠
い
道
を
行
く
」
こ
と
が
辛
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
共
通
し
て
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、現
代
で
は
そ
の
経
験
が
な
い
人
も
い
る
。つ

ま
り
、
こ
れ
は
、
現
実
の
体
験
の
不
足
に
よ
り「
読
解
力
の
低
下
」
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
の
例
な
の
で
あ
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。
ま
ず
、
条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
ま

た
は
文
章
２
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
読
解
力
に
対
す
る
考
え
方
を
読
み
取
っ
て
ま

と
め
る
こ
と
で
あ
る
。ど
ち
ら
か
一
方
に
触
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
文
章
１
で
は
、

現
実
の
体
験
に
根
差
し
た
読
解
力
が
心
の
た
く
ま
し
さ
を
育
て
、
相
手
の
言
葉

を
真
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
、
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を

つ
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
と
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
の

ど
ち
ら
か
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
か
、自
分
の
考
え
を
書
く
。ど
の
よ
う
な
方
法
で
、ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
の
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条

件
②
の
段
落
分
け
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

適性検査Ⅱ
１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

５０ 

 

 

【解 説】 

２位以下の合計得点をもとにして考えます。それぞれの小学校の２位以下の合

計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学校が、４×２＋２

×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６(点)です。２位以下の

合計得点が最も多いＣ小学校より、Ｂ小学校の合計得点が１点でも多ければＢ

小学校が１位になります。Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、 

４６－３６＝１０(点)なので、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、１０＋１＝１１(点)多い必要があります。また、Ｂ小学校の１位の人数は

４人、Ｃ小学校の１位の人数は３人なので、１位の得点を□点とすると、Ｂ小学

校の１位の得点は、（□×４）点、Ｃ小学校の１位の得点は、(□×３)点と表す

ことができます。よって、(□×４)－(□×３)＝１１(点)となる□にあてはまる

数は、(□×４)－(□×３)＝□×(４－３)＝□×１＝１１(点)より、□＝１１で

す。 

〔理由の説明〕 
２位以下の合計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学

校が、４×２＋２×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６

(点)となり、Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、４６－３６

＝１０(点)となっている。Ｂ小学校の合計得点が、Ａ小学校、Ｃ小学校の合

計得点より高くなるには、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、少なくとも、１０＋１＝１１(点)多くならなければならない。また、

Ｂ小学校の１位の人数は、Ｃ小学校の１位の人数より１人多いから、１位の

得点は、１１÷１＝１１(点)以上であればよい。 

最も低い得点（  １１  ）点 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

特別点を加える前のそれぞれの小学校の合計得点は、Ａ小学校は、１１×３＋４

×２＋２×１５＝７１(点)、Ｂ小学校は、１１×４＋４×２＋２×１４＝８０

(点)、Ｃ小学校は、１１×３＋４×６＋２×１１＝７９(点)となります。特別点

を加えた後のＡ小学校の総合点が、Ｂ小学校やＣ小学校の総合点よりも高くな

るには、全体の１位の選手はＡ小学校にいなければならないので、そのときのＡ

小学校の総合点は、７１＋２４＝９５(点)となります。また、全体の２位の選手

がＢ小学校にいるとすると、Ｂ小学校の総合点は、８０＋１５＝９５(点)となり、

Ａ小学校の総合点と等しくなってしまいます。よって、条件に合うようにするに

は、２位の選手はＣ小学校、３位の選手はＢ小学校にいるということになります。

そのときのＢ小学校の総合点は、８０＋６＝８６(点)、Ｃ小学校の総合点は、 

７９＋１５＝９４(点)となり、条件に合うことがわかります。 

  

Ａ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×２＋２×１５＋２４＝９５ 

 

                  得点（  ９５  ）点 

Ｂ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×４＋４×２＋２×１４＋６＝８６ 

 

                  得点（  ８６  ）点 

Ｃ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×６＋２×１１＋１５＝９４ 

 

                  得点（  ９４  ）点 

 

 １位  Ａ  小学校 ２位  Ｃ  小学校 ３位  Ｂ  小学校 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

特別点を加える前のそれぞれの小学校の合計得点は、Ａ小学校は、１１×３＋４

×２＋２×１５＝７１(点)、Ｂ小学校は、１１×４＋４×２＋２×１４＝８０

(点)、Ｃ小学校は、１１×３＋４×６＋２×１１＝７９(点)となります。特別点

を加えた後のＡ小学校の総合点が、Ｂ小学校やＣ小学校の総合点よりも高くな

るには、全体の１位の選手はＡ小学校にいなければならないので、そのときのＡ

小学校の総合点は、７１＋２４＝９５(点)となります。また、全体の２位の選手

がＢ小学校にいるとすると、Ｂ小学校の総合点は、８０＋１５＝９５(点)となり、

Ａ小学校の総合点と等しくなってしまいます。よって、条件に合うようにするに

は、２位の選手はＣ小学校、３位の選手はＢ小学校にいるということになります。

そのときのＢ小学校の総合点は、８０＋６＝８６(点)、Ｃ小学校の総合点は、 

７９＋１５＝９４(点)となり、条件に合うことがわかります。 

  

Ａ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×２＋２×１５＋２４＝９５ 

 

                  得点（  ９５  ）点 

Ｂ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×４＋４×２＋２×１４＋６＝８６ 

 

                  得点（  ８６  ）点 

Ｃ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×６＋２×１１＋１５＝９４ 

 

                  得点（  ９４  ）点 

 

 １位  Ａ  小学校 ２位  Ｃ  小学校 ３位  Ｂ  小学校 

２ 
〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

長崎市は長崎県の県庁所在地です。対馬市や大村市は、資料１より、それぞれの

地理的な特徴が分かります。 

資料２から、１万人あたりの医師数をそれぞれ計算すると、長崎市は１８９９÷

４２.２＝約４５（人）、対馬市は５４÷３.１＝約１７（人）、大村市は３９２÷

９.６＝約４１（人）となります。３市の人口１万人あたりの医師数に注目して、

選んだ市の特徴をまとめましょう。 

 

〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

日本が日清戦争や日露戦争を経験したころの医学校の数は全国で１３校しかあ

りませんでした。しかし、大学令が公布され医学校の数が増えていったことで医

師数が増えていき、それにともなって病院数も増えていったと考えることがで

きます。 

長崎市 ・ 対馬
つ し ま
市 ・ 大村

おおむら
市 

（例）長崎市 長崎県の県庁所在地であり、３市の中で人口や医師数が最も多

いため、１万人あたりの医師数も４５人と最も多くなっている。 
（例）対馬市 陸地からはなれた場所に位置しているため、１万人あたりの医

師数が１７人と３市の中で最も少ない。 
（例）大村市 交通の便が良い場所に位置しているため、３市の中で人口も医師

数も２番目に多く、１万人あたりの医師数は４１人となっている。 
 
 

（例）１９１８年に大学令が公布され、多くの大学の設立が認められるように

なった。これにより、官立医学専門学校が医科大学に昇格するなど医科大学の増 

加につながり、医師になる人の数が増えたことで病院の数も増えたから。 
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〔問題３〕 

【解 説】 

資料５からは、２０２２年は１９７０年と比べて年金を受け取る６５歳以上の

人口割合が増え、年金を負担する年齢をふくむ生産活動を支える１５～６４歳

や、０～１４歳の人口割合が減っていることが読み取れます。 

資料６からは、社会保障関係費の割合が増加していることに加えて、１９７０年

と２０２２年を比較すると、社会保障関係費以外の項目の割合は減少している

ことが読み取れます。 

資料７からは、４０歳代までは「景気・雇用」の対策を優先的に取り組んでほし

いと考えている人が多く、５０歳代以上は「年金・医療・介護」の対策を優先的

に取り組んでほしいと考えている人が多いことが読み取れ、年代によって取り

組んでほしい政治課題に違いがあることが分かります。 

これらのことから、社会保障制度に関する政治運営の課題についてまとめまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

  

（例）政府支出に占める社会保障関係費の割合が大きく増加しているのに対し

て、主たる納税者である生産活動を支える人たち向けの政府支出が少ないことか

ら、その年齢層の人々の負担感が大きくなってしまい、世代間ギャップが大きく

なってしまうという課題。 
（例）高齢化にともなって政府支出に占める社会保障関係費の割合が大きく増加

しているのに対して、他の項目の割合が大きく増加していないことから、社会保

障以外の政策に取り組みづらくなっているという課題。 

 

 

 

 

─6─



 

〔問題３〕 

【解 説】 

資料５からは、２０２２年は１９７０年と比べて年金を受け取る６５歳以上の

人口割合が増え、年金を負担する年齢をふくむ生産活動を支える１５～６４歳

や、０～１４歳の人口割合が減っていることが読み取れます。 

資料６からは、社会保障関係費の割合が増加していることに加えて、１９７０年

と２０２２年を比較すると、社会保障関係費以外の項目の割合は減少している

ことが読み取れます。 

資料７からは、４０歳代までは「景気・雇用」の対策を優先的に取り組んでほし

いと考えている人が多く、５０歳代以上は「年金・医療・介護」の対策を優先的

に取り組んでほしいと考えている人が多いことが読み取れ、年代によって取り

組んでほしい政治課題に違いがあることが分かります。 

これらのことから、社会保障制度に関する政治運営の課題についてまとめまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

  

（例）政府支出に占める社会保障関係費の割合が大きく増加しているのに対し

て、主たる納税者である生産活動を支える人たち向けの政府支出が少ないことか

ら、その年齢層の人々の負担感が大きくなってしまい、世代間ギャップが大きく

なってしまうという課題。 
（例）高齢化にともなって政府支出に占める社会保障関係費の割合が大きく増加

しているのに対して、他の項目の割合が大きく増加していないことから、社会保

障以外の政策に取り組みづらくなっているという課題。 

 

 

 

 

  

  

  

 

３ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

鉄粉には磁石に引きつけられる性質があります。２４時間置いた後のペットボ

トルの中身が磁石に引きつけられたことから、ペットボトルの中には鉄粉が残

っていると考えられます。この実験ではペットボトルのふたを閉めたままであ

ったため、新しい空気が入ってきませんでした。そのため、ペットボトル内の酸

素がすべて鉄粉などと結びついて使われると、残りの鉄粉は酸素と結びつくこ

とができず、そのまま残ります。 

 

  

（例）ペットボトル内の酸素は、すべてペットボトルに入れたカイロの粉の中 

 

の鉄粉と結びつき、２４時間置いた後のペットボトルの中には酸素と結びついて 

 

いない鉄粉が残っている。 
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〔問題２〕 

 
【解 説】 

実験のペットボトル内に注目します。ペットボトル内の空気中の酸素の体積は、

カイロが使った酸素の体積と等しく、カイロが使った酸素の体積の分だけペッ

トボトルがへこんだと考えられます。また、ペットボトルがへこんだ分の体積は、

形がへこむ前のペットボトル全体の体積と２４時間置いた後の形がへこんだペ

ットボトル全体の体積の差であり、これはあふれた水の体積と等しく、８５.０

cm３となります。さらに、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトル内の空

間の体積と等しいと考えると、ペットボトルの内側の体積からカイロから取り

出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等しくなります。よって、

空気中の酸素の体積の割合は、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積

－カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５.０÷

（５２０－９０）×１００＝１９.７６…より、１９.８％とわかります。 

〔式と文章〕 

（例）空気中の酸素の体積の割合を求める式は、空気中の酸素の体積÷空気の 

 

体積×１００（％）で表される。実験で、ペットボトル内の空気中の酸素の体 

 

積は、ペットボトルがへこんだ分の体積と等しく、これはあふれた水の体積と 

 

も等しい。また、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトルの内側の体積 

 

から、カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等 

 

しい。よって、空気中の酸素の体積の割合を、実験の結果の表にある値を利用 

 

して求めるには、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積－カイロか 

 

ら取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５÷ 

 

（５２０－９０）×１００の計算をすればよい。 

 

空気中の酸素の体積の割合： １９.８  ％ 
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〔問題２〕 

 
【解 説】 

実験のペットボトル内に注目します。ペットボトル内の空気中の酸素の体積は、

カイロが使った酸素の体積と等しく、カイロが使った酸素の体積の分だけペッ

トボトルがへこんだと考えられます。また、ペットボトルがへこんだ分の体積は、

形がへこむ前のペットボトル全体の体積と２４時間置いた後の形がへこんだペ

ットボトル全体の体積の差であり、これはあふれた水の体積と等しく、８５.０

cm３となります。さらに、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトル内の空

間の体積と等しいと考えると、ペットボトルの内側の体積からカイロから取り

出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等しくなります。よって、

空気中の酸素の体積の割合は、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積

－カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５.０÷

（５２０－９０）×１００＝１９.７６…より、１９.８％とわかります。 

〔式と文章〕 

（例）空気中の酸素の体積の割合を求める式は、空気中の酸素の体積÷空気の 

 

体積×１００（％）で表される。実験で、ペットボトル内の空気中の酸素の体 

 

積は、ペットボトルがへこんだ分の体積と等しく、これはあふれた水の体積と 

 

も等しい。また、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトルの内側の体積 

 

から、カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等 

 

しい。よって、空気中の酸素の体積の割合を、実験の結果の表にある値を利用 

 

して求めるには、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積－カイロか 

 

ら取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５÷ 

 

（５２０－９０）×１００の計算をすればよい。 

 

空気中の酸素の体積の割合： １９.８  ％ 

 

適性検査Ⅲ
１ 

〔問題１〕 

【解 説】 

ふゆみさんが切断した立方体の見えて

いない部分を太い点線で表すと、右の図

のようになります。正三角形ＡＢＣの 

辺ＡＢ、辺ＢＣ、辺ＣＡそれぞれの真ん中

の点と黒色のブロックの頂点が重なって

いて、その３つの点と正三角形ＡＢＣの

点Ｂをつないでできる四角形が黒色の

部分になります。 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

４つの頂点を通る面で切断する場合の頂点の選び方は、（Ａ、Ｂ、Ｇ、Ｈ）、

（Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｄ）、…など全部で６通りあり、どの場合ももとの立方体を

半分に分けることになります。もとの立方体はブロックを全部で８個使って

作られているので、その半分はブロック４個分の体積となります。ブロック

４個分の体積である立体を、黒色の部分の体積と白色の部分の体積の比が

１：１となるようにするには、黒色の部分の体積がブロック２個分、白色

の部分の体積がブロック２個分とすればよいので、点Ｐをふくむほうの立体

に黒色のブロックが２個あるように切断するには、（Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄ）の４つ

の頂点を選べばよいことがわかります。 

  

切断するのに選んだ４つの頂点      Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄ 

 

理由  頂点Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄを通る面で切断すると、点Ｐをふくむ 

ほうの立体は、もとの立方体を半分にした三角柱になる。 

 

半分にした三角柱４個からできている。白色のブロックを 

 

２個の体積の合計と等しいから、黒色の部分の体積と白色 

の部分の体積の比は、１：１になる。 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

４つの頂点を通る面で切断する場合の頂点の選び方は、（Ａ、Ｂ、Ｇ、Ｈ）、

（Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｄ）、…など全部で６通りあり、どの場合ももとの立方体を

半分に分けることになります。もとの立方体はブロックを全部で８個使って

作られているので、その半分はブロック４個分の体積となります。ブロック

４個分の体積である立体を、黒色の部分の体積と白色の部分の体積の比が

１：１となるようにするには、黒色の部分の体積がブロック２個分、白色

の部分の体積がブロック２個分とすればよいので、点Ｐをふくむほうの立体

に黒色のブロックが２個あるように切断するには、（Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄ）の４つ

の頂点を選べばよいことがわかります。 

  

切断するのに選んだ４つの頂点      Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄ 

 

理由  頂点Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｄを通る面で切断すると、点Ｐをふくむ 

ほうの立体は、もとの立方体を半分にした三角柱になる。 

 

半分にした三角柱４個からできている。白色のブロックを 

 

２個の体積の合計と等しいから、黒色の部分の体積と白色 

の部分の体積の比は、１：１になる。 

 

 

〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

点Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌを通る面で切断するとき、

右の図のように、点Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌのほ

かに２つの点を通ります。また、６つの

点をつないでできる六角形のすべての

辺の長さは、ブロックの正方形の面の

対角線の長さと等しいので、正六角形

であることがわかります。 

 

 

 

  

切断した面の色     黒色が多い ・ 白色が多い ・ 等しい 

 

理由  頂点Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌを通る面で切断すると、 

切断した面は、右の図のような正六角形に 

なり、正六角形を６等分した三角形のうち 

黒色の部分が３個、白色の部分が３個だから、 

黒色の部分と白色の部分は等しい。 
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２ 
〔問題１〕 

 
 
 
 
【解 説】 

実験１の結果（表１）から、生のパイナップルをのせたゼラチンゼリーは形が

くずれ、とけて液体になっている部分があったのに対して、寒
かん

天
てん

ゼリーは形が

ほとんど変わらず、とけて液体になっている部分はなかったことがわかりま

す。また、会話文から、ゼラチンゼリーの主な成分はたんぱく質で、寒天ゼリ

ーの主な成分は炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

であることがわかります。以上のことから、パイナッ

プルにふくまれる酵
こう

素
そ

には、たんぱく質にははたらくが、炭水化物にははたら

かないという特徴があるといえます。 

 

〔問題２〕 
 
 
 
 
 

【解 説】 

実験２の結果（表２）から、生のパイナップルをのせたゼラチンゼリーは形がく

ずれ、とけて液体になっている部分があったのに対して、加熱したパイナップル

をのせたゼラチンゼリーは、形は少し変わったけれど、とけて液体になっている

部分はほとんどなかったことがわかります。このことから、加熱することで、パ

イナップルにふくまれる酵素のはたらきがなくなってしまったと考えられます。

よって、かんづめのパイナップルをのせたゼラチンゼリーに、６０分後、とけて

液体になっている部分がほとんどなかったのは、かんづめのパイナップルを製

造する過程で加熱処理が行われたからだと考えられます。 

  

たんぱく質にははたらくが、炭水化物にははたらかない       

      特徴  

かんづめのパイナップルは、（殺菌するための）加熱処理が行われているから。 
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２ 
〔問題１〕 

 
 
 
 
【解 説】 

実験１の結果（表１）から、生のパイナップルをのせたゼラチンゼリーは形が

くずれ、とけて液体になっている部分があったのに対して、寒
かん

天
てん

ゼリーは形が

ほとんど変わらず、とけて液体になっている部分はなかったことがわかりま

す。また、会話文から、ゼラチンゼリーの主な成分はたんぱく質で、寒天ゼリ

ーの主な成分は炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

であることがわかります。以上のことから、パイナッ

プルにふくまれる酵
こう

素
そ

には、たんぱく質にははたらくが、炭水化物にははたら

かないという特徴があるといえます。 

 

〔問題２〕 
 
 
 
 
 

【解 説】 

実験２の結果（表２）から、生のパイナップルをのせたゼラチンゼリーは形がく

ずれ、とけて液体になっている部分があったのに対して、加熱したパイナップル

をのせたゼラチンゼリーは、形は少し変わったけれど、とけて液体になっている

部分はほとんどなかったことがわかります。このことから、加熱することで、パ

イナップルにふくまれる酵素のはたらきがなくなってしまったと考えられます。

よって、かんづめのパイナップルをのせたゼラチンゼリーに、６０分後、とけて

液体になっている部分がほとんどなかったのは、かんづめのパイナップルを製

造する過程で加熱処理が行われたからだと考えられます。 

  

たんぱく質にははたらくが、炭水化物にははたらかない       

      特徴  

かんづめのパイナップルは、（殺菌するための）加熱処理が行われているから。 

    

    

    

 

 
〔ふさわしい実験の手順とその結果〕 

５℃のしぼり汁を４０℃にしたものと、６０℃のしぼり汁を４０℃にさ 

 

ましたものに、それぞれはんぺんをひたす。その結果、５℃のしぼり汁を 

 

４０℃にしたもののみ、はんぺんがとけたとき、生のパイナップルにふく 

 

まれる酵素は、一度高温にするとはたらきが失われることがわかる。 

 

 

 

  

  

  

 

〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

実験４の結果（表４）から、５℃のしぼり汁
じる

でははんぺんは少しとけ、４０℃の

しぼり汁でははんぺんはほとんど全部とけ、６０℃のしぼり汁でははんぺんは

とけなかったことがわかります。このことを利用し、５℃のしぼり汁を４０℃に

したものと、６０℃のしぼり汁を４０℃にさましたものに、それぞれはんぺんを

ひたす実験を行い、その結果を比べます。５℃のしぼり汁を４０℃にしたもので

はんぺんがとけ、６０℃のしぼり汁を４０℃にさましたものではんぺんがとけ

なければ、生のパイナップルにふくまれる酵素は、一度高温にするとはたらきが

失われることがわかります。 
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